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地球環境時代における教育小委員会　第４回議事録(案)
■日時：平成22年　３月　14日（日）　14:20～17:30
■場所：香川大学教育学部８号館　住居学実習室
■出席者：宿谷昌則（東京都市大学）、菅原正則（宮城教育大学）、鈴木信恵（東京都市大学）、
　　　　　妹尾理子（香川大学）、田中稲子（横浜国立大学）、谷口新（大妻女子大学）、
　　　　　西川竜二（秋田大学）、平石年弘（明石高等専門学校）、村田昌樹（OMソーラー）
　　　　：９名
■資料：４－０
地球環境時代における教育小委員会　第４回　議事次第
　　　　４－１
地球環境時代における教育小委員会　第３回　議事録（案）　※スクリーンで確認。
　　　　４－２
2009年度　小委員会活動成果報告　　　　　　　　　　　　　 後日、メールで配布。
　　　　４－３
明石高専での環境対策を兼ねた体験型環境教育

■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料４－１）は、承認された。
２．2009年度委員会活動成果報告
　菅原委員から標記（資料４－２、提出済み）について説明があり、承認された。
３．香川大学の校舎改修と熱環境対策
　妹尾委員から標記について校舎を巡りながら説明があった。
　研究室の西壁が外気に面しているため、暑さ対策が求められる。これに対し、断熱材の吹き付けや張り付け、アルミシートの利用による提案があった。一方、これらの対策と効果を確認する教材としての利用を勧める案もあった。
４．明石高専での環境対策を兼ねた体験型環境教育
　平石委員から標記（資料４－３）について話題提供があった。
　薪（廃木材）やてんぷら油（廃油）を燃料に、雨水、井戸水を飲料や栽培に、雑草、落ち葉を堆肥に利用する楽しさを通して、物質循環を体験的に学ぶ教育プログラムを実践している。富栄養化に悩む播磨地域のため池において、子供たちとともに池干しとカイボリを復活し、栄養塩濃度と生態系の管理による浄化対策に取り組んでいる。
５．今後の方針
　2007年１月に開催したシンポジウム「学校のなかの地球」以降の住環境教育について、情報整理し発信につなげたい。建物の断熱気密性能や設備が充実してきたにも関わらず、居住者がその良さを生かす使い方をしていない例が多数見られる。環境省の「学校エコ改修と環境教育」事業でもこういった事例が報告されているので、まずその話を聞く機会を設け、それを足掛かりにシンポジウムの企画に取り掛かる。
６．次回開催日
　次回委員会は、５月21日（金）18:00または５月27日（木）16:00から建築会館会議室で行うことになった。（※後日、小田桐氏・廣谷氏と日程調整し５月21日に決定）
　話題提供は、

　　・学校のエコ改修と環境教育のこれまで（エコフローサポート本部　小田桐氏・廣谷氏を招いて）

　　・実験教材のテキスト化について

　　・環境教育の情報発信（シンポ・講習会など）について
について行う予定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上






